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田
島
の
祇
園
祭
は
、
鎌
倉
時

代
が
起
源
と
さ
れ
、
明
治
十
二

年
よ
り
、
田
出
宇
賀
神
社
の
祇

園
祭
に
あ
わ
せ
、
熊
野
神
社
祭

礼
を
祇
園
祭
の
格
例
に
準
じ
て

行
う
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
十

六
年
に
、
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

祇
園
祭
の
特
徴
は
、
お
党と

う

屋や

制
度
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ

と
で
す
。
現
在
九
組
の
お
党
屋

組
が
、
当
番
組
を
中
心
に
、「
渡

し
」「
当
番
党
本
」「
受
け
取
り
」

と
三
年
が
か
り
の
大
行
事
で
す
。

　

祇
園
祭
は
一
月
中
旬
に
御
党

屋
御
千
度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

紋
付
羽
織
、
股
引
、
白
足
袋
、

草
鞋
履
で
、御
千
度
参
り
を
し
、

祭
礼
無
事
、
組
中
安
全
を
祈
り

ま
す
。
そ
の
後
の
直
会
で
は
、

四
合
入
り
の
大
盃
に
御
神
酒
を

注
ぎ
飲
み
廻
し
ま
す
。

　

七
月
上
旬
に
、
御
神
酒
仕
込

が
あ
り
、
杜
氏
の
指
導
に
よ

り
、
ど
ぶ
ろ
く
を
仕
込
み
、
参

拝
者
に
も
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

　

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
の
祭
礼
の
メ
イ
ン
は
二
十
三

日
で
す
。

　

一
番
有
名
な
の
が
「
七
行
器

行
列
」、
別
名
花
嫁
行
列
と
言

わ
れ
、
七
つ
の
行
器
に
御
神

酒
、
赤
飯
、
鯖
を
盛
り
お
さ
め

奉
献
す
る
神
事
で
す
。

　

未
婚
者
は
島
田
髷
を
結
い
江

戸
褄
、
既
婚
者
は
丸
髷
、
男
は

裃
姿
で
、
七
度
の
使
い
を
先
頭

に
神
社
へ
向
か
い
ま
す
。

　

行
列
終
了
後
に
、
お
神
輿
渡

御
と
な
り
、
神
輿
が
町
内
を
練

り
歩
き
ま
す
。

　

夕
方
か
ら
は
、
屋
台
の
運
行

が
始
ま
り
ま
す
。
四
台
の
屋
台

が
、
子
ど
も
達
の
「
お
ー
さ
ん

や
り
か
け
ろ
」
の
か
け
声
と
と

も
に
町
内
を
駆
け
回
り
ま
す
。

芸
場
に
着
く
と
歌
舞
伎
が
上
演

さ
れ
ま
す
。

　

二
十
四
日
は
、
最
終
日
と
な

り
ま
す
が
、
華
や
か
な
行
事
は

な
く
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
、
帰
座
の
神
事
、
諸
道
具

引
き
渡
し
等
が
行
わ
れ
、
当
番

党
本
の
役
目
が
終
了
し
ま
す
。

　

午
後
か
ら
、
神
社
神
楽
殿
で

「
太
々
神
楽
」が
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

　

祇
園
祭
に
お
い
で
い
た
だ
き
、

実
際
に
見
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
津
田
島
祇
園
祭

会
津
田
島
祇
園
祭

��

南
会
津
支
部

南
会
津
支
部
　　
佐
　
藤
　
誠
　
一

佐
　
藤
　
誠
　
一

七行器（ななほかい）行列

屋 台

郷土の祭り
紹介
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令
和
六
年
七
月
三
十
日
、
県

庁
西
庁
舎
五
階
教
育
委
員
室
に

お
い
て
、
福
士
寛
樹
会
長
よ
り

大
沼
博
文
県
教
育
長
へ
、
実
現

へ
向
け
て
、
取
組
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、「
要

望
書
」
を
直
接
手
渡
し
た
。

◇
主
な
要
望
内
容

○
本
県
学
校
教
育
の
復
興
・
充

実
の
た
め
、
教
育
諸
条
件
の

整
備
・
充
実
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た

持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

Ｅ
Ｓ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
積
極

的
な
推
進

・
第
七
次
県
総
合
教
育
計
画
の

具
現
化
や
県
立
高
校
の
特
色

化
・
魅
力
化
が
図
れ
る
教
育

予
算
の
増
額
と
週
三
十
時
間

の
教
育
課
程
編
制
の
弾
力
化

・
優
秀
な
教
員
の
確
保
と
チ
ー

ム
学
校
推
進
の
た
め
の
優
秀

な
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
と
増
員

・
研
修
予
算
の
拡
充
、
少
人
数

教
育
の
継
続
と
中
学
校
三
十

五
人
以
下
学
級
の
実
現

・
加
配
教
員
、
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ

の
継
続
的
配
置
や
勤
務
日
数

の
増
加
・
勤
務
時
間
の
延
長

・
特
別
支
援
学
級
編
制
基
準
の

緩
和
に
よ
る
学
級
の
新
設
・

増
設
と
特
別
支
援
学
級
負
担

軽
減
補
正
等
の
加
配
継
続

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実
に

向
け
た
予
算
の
支
援
と
情
報

関
係
担
当
者
の
確
保
・
増
員

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
起
因
す
る
問
題

等
に
対
し
、
横
断
的
な
連
携

体
制
の
確
立
並
び
に
ネ
ッ
ト

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
充
実

・
児
童
生
徒
が
安
全
で
安
心
し

て
学
べ
る
教
育
環
境
の
整
備

○
年
金
制
度
及
び
保
険
・
医
療
・

福
祉
等
の
充
実
、
退
職
者
の

再
任
用
や
講
師
の
登
用
等
に

つ
い
て
、
関
係
機
関
に
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

懇
談
会
は
、
大
沼
博
文
教
育

長
、
教
育
次
長
、
各
課
長
等
十

名
、
本
会
よ
り
福
士
寛
樹
会
長

と
事
務
局
員
九
名
が
出
席
し
、

開
催
さ
れ
た
。

　

は
じ
め
に
、
福
士
会
長
か
ら

要
望
書
の
実
現
へ
向
け
て
、
特

に
、震
災
復
興
加
配
等
の
継
続
、

標
準
法
の
改
善
、
教
育
課
程
編

制
の
裁
量
、
教
職
員
の
処
遇
改

善
、
教
育
予
算
の
増
額
等
に
つ

い
て
お
願
い
を
申
し
上
げ
た
。

続
い
て
、
大
沼
教
育
長
よ
り

「
本
県
教
育
の
推
進
に
多
方
面

か
ら
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
第

七
次
福
島
県
総
合
教
育
計
画
で

は
、『
学
び
の
変
革
』
と
そ
の
実

現
の
た
め
の
『
学
校
の
在
り
方

の
変
革
』
を
柱
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
各
施
策
の
推
進
に
は
、

関
係
の
皆
様
と
思
い
を
共
有
し

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今
後

と
も
指
導
・
協
力
を
賜
る
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
。」
等
の
御

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

懇
談
で
は
、
坂
爪
事
務
局
長

が
、
要
望
書
の
内
容
に
つ
い
て

話
題
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
退

職
校
長
会
と
県
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、『
学
校
の
在
り
方
の

変
革
』
の
推
進
に
つ
い
て
」
の

テ
ー
マ
で
協
議
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
、
各
課
長
等

か
ら
は
、
施
策
も
含
め
、
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

○
Ｓ
Ｃ
は
中
・
高
に
配
置
し
、

単
独
配
置
の
な
い
小
学
校
は

学
区
の
中
学
校
か
ら
派
遣
し

て
い
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｗ
は
各
教
育

事
務
所
に
配
置
し
、
学
校
の

要
請
に
対
応
し
て
い
る
。

○
少
人
数
教
育
で
は
、
子
ど
も

一
人
一
人
に
き
め
細
か
な
指

導
が
で
き
、
生
徒
指
導
・
学

習
指
導
の
両
面
で
効
果
が
現

れ
て
き
て
い
る
。

○
特
別
支
援
学
級
は
標
準
法
で

編
制
し
、
児
童
生
徒
数
の
多

い
と
こ
ろ
は
非
常
勤
講
師
を

県
か
ら
も
配
置
し
、
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

○
県
立
高
校
普
通
科
で
は
、
大

学
や
事
業
所
等
と
連
携
し
て

体
験
学
習
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

○
県
立
高
校
の
週
三
十
時
間
の

教
育
課
程
編
制
は
、
す
べ
て

の
学
校
で
検
討
し
、
来
年
度

か
ら
実
施
の
予
定
で
あ
る
。

○
中
・
高
に
部
活
動
指
導
員
を

配
置
し
、
ま
た
、
中
学
校
部

活
動
の
地
域
移
行
は
、
市
町

村
主
体
で
、
県
教
委
と
連
携

し
人
材
確
保
に
努
め
て
い
る
。

○
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
は
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
な
が

ら
、
全
校
配
置
へ
向
け
て
人

材
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

○
一
人
一
台
端
末
の
更
新
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
、
適
切
な
配
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
、
飯
沼
副
会
長
が
教

育
課
題
に
向
け
た
様
々
な
取
組

に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

今
後
も
効
果
的
な
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
、
閉
会
し
た
。

要望書の手渡し

要
望
書
の
手
渡
し

県
教
委
と
の
懇
談
会

県
教
委
へ
の
要
望
活
動

懇談会の様子
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令
和
五
年
六
月
四
日（
火
）、

福
島
東
高
等
学
校
に
お
い
て
協

会
代
表
者
と
の
懇
談
会
を
実
施
。

◇
学
力
低
下
・
学
力
差
の
拡
大

・
学
習
習
慣
が
身
に
つ
い
て
な

く
、
指
示
待
ち
の
生
徒
増
加

・
ス
マ
ホ
の
取
扱
の
課
題

◇
教
育
課
程
の
見
直
し

・
標
準
三
十
単
位
で
編
制

・
生
徒
た
ち
の
学
び
の
変
革

◇
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
拡
充

・
時
間
・
配
置
日
数
の
拡
充

・
不
登
校
生
徒
へ
の
対
応

◇
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

・W
i-Fi 

環
境
の
整
備

・
施
設
・
設
備
の
充
実
援
助

◇
高
校
入
試
制
度

・
私
立
高
校
に
生
徒
が
流
出

・
公
立
高
校
に
集
ま
る
よ
う
な

高
校
入
試
改
革
の
推
進

◇
教
育
予
算
の
確
保

・
特
色
化
、
個
性
化
、
探
求
学

習
の
充
実

※
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
サ
ッ
カ
ー
本

県
で
の
固
定
開
催
（
Ｊ
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
）

※
産
業
教
育
フ
ェ
ア
ー
開
催

　

令
和
六
年
七
月
十
八
日（
木
）、

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で

実
施
。

◇
生
徒
指
導
部
調
査
結
果
よ
り

・
不
登
校
、
い
じ
め
、
暴
力
等

へ
の
対
応
に
お
い
て
Ｓ
Ｃ
・

Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
効
果
は
大

・
Ｓ
Ｃ
・
Ｓ
Ｓ
Ｗ
の
勤
務
日
数
、

勤
務
時
間
の
増
加
が
必
要

・
ネ
ッ
ト
依
存
の
問
題
は
、
深

刻
。
対
応
す
べ
き
時
期

◇
行
財
政
部
調
査
結
果
よ
り

・
特
別
支
援
学
級
児
童
・
生
徒

数
、
学
級
数
の
増
加

・
新
採
用
教
員
は
増
加
傾
向
、

今
後
研
修
充
実
が
課
題

・
特
別
支
援
学
校
教
員
免
許
を

有
す
る
教
員
の
配
置
が
課
題

・
教
員
業
務
支
援
員（
Ｓ
Ｓ
Ｓ
）

配
置
の
継
続
、
増
員
が
必
要

◇
被
災
地
区
等
に
お
け
る
現
状

・
極
少
人
数
学
級
の
よ
さ
を
生

か
し
た
指
導
の
充
実

・
地
元
出
身
教
員
の
確
保

◇
中
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導

・
私
立
高
校
へ
の
進
学
生
徒
の

割
合
が
増
加

・
特
別
支
援
学
級
生
徒
の
全
日

制
高
校
へ
の
進
学
者
数
増
加

県
高
等
学
校
長
協
会
と
の
懇
談
会

県
小
・
中
学
校
長
会
と
の
懇
談
会

県教委との懇談会に備えて  相互理解と協力強化のために

　

令
和
六
年
度
支
部
長
会
は
、

令
和
六
年
十
一
月
十
二
日（
火
）

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
。
会
に
先
立
ち
、
研

修
会
を
設
定
し
、
福
島
県
教
育

庁
教
育
総
務
課
長　

柾
木
渉
様

よ
り
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

◇
研
修
会

○
講
話
題
「
学
び
の
変
革
の
今

と
こ
れ
か
ら
」

・
社
会
の
変
化

・
福
島
県
の
学
び
の
変
革

・
学
習
指
導
要
領
の
現
在
地
と

こ
れ
か
ら

・
生
徒
指
導
の
視
点

・
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

※
詳
し
く
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。

◇
支
部
長
会

○
報
告

・
県
大
会
二
本
松
大
会
、
東
北

地
区
協
議
会
福
島
大
会
、
事

業
実
施
状
況
、
新
入
会
員
数

及
び
会
員
数
、
賛
助
会
員
等

調
べ
の
集
計
結
果
な
ど
の
報

告
が
な
さ
れ
た
。

○
協
議

・
県
大
会
会
津
大
会
及
び
「
大

会
宣
言（
案
）」、
令
和
七
年

度
活
動
の
重
点
目
標（
案
）

（
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
、デ
ジ
タ
ル

化
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
社
会
貢

献
活
動
推
進
概
念
図
）、
令

和
七
年
度
の
予
算
編
成
の
方

針
・
予
算（
案
）、「
松
風
」
等

広
報
紙
発
行
計
画
、
要
望
活

動
の
方
針（
案
）、
教
育
懇
談

会
実
施
要
項（
案
）な
ど
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

○
事
務
連
絡

・
令
和
七
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
及
び

高
齢
者
叙
勲
該
当
者
に
つ
い

て
他
。

支
部
長
会
　報
告

支
部
長
会
　報
告

県教育庁教育総務課長
柾木　渉 様

支部長会の様子
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東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

福
島
大
会
　
開
催

福
島
大
会
　
開
催

第第5050回回
　

第
五
十
回
東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
福
島
大
会
が
、
令

和
六
年
十
月
八
日（
火
）・
九
日（
水
）の
二
日
間
に
わ
た
り
、
東

北
地
区
各
県
退
職
校
長
会
代
表
者
四
十
四
名
の
参
加
の
も
と
、

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
た
。
一
日
目

は
、
理
事
会
、
大
会
（
開
会
行
事
、
講
話
、
話
題
提
供
と
協
議
、

理
事
会
報
告
、
閉
会
行
事
）、
親
睦
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
二

日
目
は
、
視
察
研
修
（
大
熊
町
立
学
び
舎
ゆ
め
の
森
、
双
葉
町

の
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
）
を
行
っ
た
。

【
第
一
日
目
】

理
事
会

　

本
会
に
先
立
ち
、
各
県
理
事

の
参
加
の
も
と
、
午
前
十
一
時

か
ら
行
わ
れ
た
。
太
宰
明
東
北

地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
会
長

（
宮
城
県
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

開
催
県
会
長
の
福
士
会
長
を
議

長
に
選
出
し
、
協
議
に
入
り
、

次
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。

○
役
員
人
事
に
つ
い
て

・
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で

は
な
い
が
、
秋
田
県
で
会
長

交
代
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い

本
会
副
会
長
に
伊
藤
栄
二
様

が
就
任
。

・
会
長
職
は
各
県
持
ち
回
り
で
、

次
年
度
か
ら
の
二
年
間
は
福

島
県
会
長
が
担
当
（
東
北
地

区
退
職
校
長
会
協
議
会
事
務

局
も
福
島
県
が
担
当
す
る
）。

○
提
出
案
件
に
つ
い
て

・
開
催
日
は
二
日
間
で
あ
る
が
、

実
質
は
一
日
開
催
。
大
会
二

日
目
、
朝
食
後
に
解
散
す
る

こ
と
が
原
則
。
変
更
が
あ
る

場
合
は
事
前
に
協
議
す
る
。

・
全
体
会
に
お
け
る
話
題
提
供

に
つ
い
て
は
現
行
の
三
県
か

ら
二
県
と
し
、
三
年
に
一
度

の
発
表
と
す
る
。
山
形
大
会

で
は
秋
田
県
と
青
森
県
が
話

題
提
供
。

・
短
縮
し
た
時
間
を
使
い
、
各

県
と
の
情
報
交
換
の
時
間
を

設
け
る
。

○
次
年
度
開
催
県
及
び
協
議
題

に
つ
い
て

・
次
回
は
山
形
大
会
。
令
和
七

年
十
月
九
日（
木
）、
十
日（
金
）

山
形
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
。

・
協
議
題
は
、「
充
実
し
た
生

き
方
や
地
域
の
教
育
・
文
化

の
向
上
に
資
す
る
活
動
は
ど

う
あ
れ
ば
よ
い
か
」。

大
　
会

　

各
県
理
事
・
役
員
二
十
六
名
、

県
各
支
部
長
十
六
名
、
県
事
務

局
十
四
名
の
参
加
の
も
と
、
開

催
さ
れ
た
。

◇
開
会
行
事

　

鈴
木
昭
雄
本
県
副
会
長
の
開

会
の
言
葉
の
あ
と
、
太
宰
明　

東
北
地
区
退
職
校
長
会
協
議
会

会
長
の
あ
い
さ
つ
と
続
き
、
来

賓
を
代
表
し
て
大
沼
県
教
育
長

様
、
佐
藤
福
島
市
教
育
長
様
、

丹
野
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長

様
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
な
お
、
石
幡
県
小
学
校
長

会
会
長
様
、
板
橋
県
中
学
校
長

会
会
長
様
、
佐
藤
本
県
顧
問
に

も
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。

◇
講
話

　

全
国
連
合
退
職
校
長
会
会
長

田
中
昭
光
様
よ
り
、「
学
校
が

抱
え
る
課
題
解
決
」
と
題
し
て

講
話
を
い
た
だ
い
た
。

　

初
め
に
各
地
区
退
職
校
長
会

の
全
連
退
へ
の
理
解
と
協
力
に

謝
意
を
示
し
た
。
次
い
で
全
国

的
な
課
題
と
し
て
会
員
の
減
少

と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
、

会
報
発
行
回
数
の
減
少
や
各
部

委
員
会
活
動
の
減
少
等
に
言
及

し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
技
術
革
新
の
進
展
に
対
応
す

る
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
全
体
で
子
供

た
ち
を
育
て
る
日
本
の
特
徴
を

生
か
し
た
退
職
校
長
会
の
役
割

を
踏
ま
え
活
動
を
進
め
る
と
と

も
に
、
学
校
支
援
活
動
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
へ
の
支
援
の
重
要
性
、

退
職
校
長
会
と
し
て
の
在
り
方

を
今
後
も
模
索
し
て
い
く
こ
と

な
ど
を
述
べ
ら
れ
た
。

◇
話
題
提
供
と
協
議

《
協
議
題
》

　
「
充
実
し
た
生
き
方
や
地
域
の

教
育
・
文
化
の
向
上
に
資
す
る

活
動
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
」

○
宮
城
県
か
ら

　
『
時
代
の
変
化
に
応
じ
た
組

織
の
在
り
方
を
探
る
～
新
規
事

業
「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
へ
向
け

た
交
流
会
」
を
通
し
て
～
』
と

題
し
て
、
宮
城
県
退
職
校
長
会

副
会
長
、
日
塔
光
博
氏
か
ら
話

題
提
供
が
あ
っ
た
。

　

仙
台
市
退
職
校
長
会
の
概
要

説
明
が
あ
り
、
主
な
事
業
の
一

大会の様子

理事会の様子

田中全連退会長
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つ
と
し
て
、
校
長
退
職
後
の
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
退
職
校
長
と
し
て
の
経

験
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
創

設
し
た
新
規
事
業
「
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
へ
向
け
た
交
流
会
」
に

つ
い
て
話
題
を
提
供
し
た
。

　

退
職
を
控
え
た
校
長
と
の
交

流
会
、
今
年
で
五
回
目
。
退
職

後
一
年
経
過
会
員
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
Ⅰ
（
意
識
面
…
定
年
を

前
に
不
安
だ
っ
た
こ
と
は
、
再

就
職
し
た
か
、
現
職
時
代
と
の

違
い
、
戸
惑
い
は
な
ど
）、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
Ⅱ
（
再
就
職
先
で

の
実
際
面
…
仕
事
内
容
、
勤
務

日
数
、
時
間
、
収
入
額
な
ど
）の

結
果
に
基
づ
き
、
自
分
の
体
験

を
具
体
的
に
語
っ
て
も
ら
う
会

員
に
よ
る
講
話
（
再
就
職
の
実

際
）、
退
職
後
の
「
お
金
」
の
話

（
退
職
金
の
管
理
、
健
康
保
険

の
加
入
方
法
、年
金
の
手
続
き
、

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
立
て
方
な
ど
）

を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

現
職
校
長
か
ら
は
感
謝
さ
れ

て
い
る
が
、
定
年
延
長
が
進
む

中
、
役
職
定
年
時
の
入
会
が
維

持
で
き
る
か
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
退
職
校
長
会
に
所
属
す
る

意
義
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め

の
工
夫
が
必
要
。

○
山
形
県
か
ら

　
『
学
校
の
応
援
団
と
し
て
の

役
割
を
と
お
し
て
～
米
沢
市
歴

代
教
育
懇
話
会
の
持
ち
方
の
変

遷
か
ら
～
』
と
題
し
て
、
山
形

県
退
職
校
長
会
評
議
員
、
山
形

善
一
氏
か
ら
話
題
提
供
が
あ
っ

た
。
米
沢
市
歴
代
校
長
教
育
懇

話
会
は
退
職
校
長
会
会
員
と
市

内
小
・
中
・
高
・
特
別
支
援
学

校
の
現
職
校
長
が
一
堂
に
会

し
、
年
一
回
開
催
と
の
こ
と
。

　

令
和
四
年
度
は
現
職
校
長
か

ら
の
要
望
が
強
か
っ
た
の
で
退

職
校
長
会
側
で
講
師
（
日
本
安

全
教
育
学
会
理
事
長
、
戸
田
芳

雄
氏
）を
選
定
し
、講
演
会
「
今

求
め
ら
れ
て
い
る
校
長
の
危
機

管
理
」
を
開
催
。
退
職
校
長
十

七
名
、
現
職
校
長
二
十
六
名
が

参
加
し
、
人
命
優
先
で
事
故
発

生
以
前
の
備
え
の
重
要
性
、
想

定
外
の
事
故
発
生
に
対
す
る
リ

ス
ク
な
ど
の
研
修
を
深
め
た
。

　

令
和
五
年
度
は
研
修
会
「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
基
本
的
人
権
」
を

開
催
。
現
職
校
長
二
十
三
名
、

退
職
校
長
二
十
三
名
が
参
加
。

　

令
和
六
年
度
は
研
修
会
「
発

達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解

と
支
援
～
校
内
支
援
体
制
づ
く

り
」
を
十
月
三
十
日
に
開
催
予

定
。

○
福
島
県
か
ら

　
『
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
各
支
部
に
お
け
る
社
会
貢

献
活
動
及
び
ク
ラ
ブ
（
同
好

会
）
活
動
の
現
状
と
課
題
』
と

題
し
て
、
県
退
職
校
長
会
総
務

部
、
内
藤
良
行
氏
が
話
題
提
供

を
し
た
。

　

各
支
部
に
お
け
る
社
会
貢
献

活
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
二
年

度
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
学

校
教
育
や
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
活
動
例
を
取
り
上
げ
、

各
支
部
の
取
組
の
実
状
を
紹
介

し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
（
同
好
会
）

活
動
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年

度
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
県

内
各
支
部
の
ク
ラ
ブ（
同
好
会
）

設
置
状
況
や
活
動
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
、
会
員
の
高
齢
化
や

減
少
が
進
む
中
、
各
支
部
で
は

実
状
に
合
せ
て
会
員
相
互
の
交

流
や
親
睦
、
研
修
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

◇
理
事
会
報
告
・
閉
会
行
事　

　

坂
爪
福
島
県
事
務
局
長
か
ら

午
前
中
に
行
わ
れ
た
理
事
会
の

結
果
が
報
告
さ
れ
、
閉
会
行
事

に
移
っ
た
。

　

閉
会
行
事
で
は
、
太
宰
明
協

議
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

山
形
県
の
鈴
木
弘
康
会
長
か
ら

次
期
開
催
県
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
次
い
で
本
県
斎
藤
秀
一
副

会
長
の
閉
会
の
言
葉
で
大
会
を

閉
じ
た
。

親
睦
懇
親
会

　

県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
福

島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
福

島
県
高
等
学
校
長
協
会
会
長
、

県
顧
問
、
奥
の
松
酒
造
株
式
会

社
社
長
様
を
来
賓
に
迎
え
、
田

中
昭
光
全
連
退
会
長
を
交
え
、

参
加
者
全
員
で
親
睦
懇
親
会
を

行
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
見
送
ら

れ
て
い
た
が
、
今
回
実
施
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
大
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

宮城県

山形県

福島県

親睦懇親会の様子
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視
察
研
修
は
、
福
士
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
福
島
県
の
強
い

願
い
に
よ
り
実
現
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
双
葉
地
区

の
耕
作
放
棄
さ
れ
た
田
に
は
、

一
面
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

や
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
。
山
々
の

木
々
は
つ
た
や
枝
が
伸
び
放
題

で
密
林
の
よ
う
。
住
人
の
い
な

い
家
々
は
玄
関
に
も
行
け
そ
う

に
な
い
ほ
ど
草
が
伸
び
て
、
す

べ
て
が
驚
き
で
し
た
。」
と
原

子
力
災
害
の
現
状
を
肌
で
感
じ

と
っ
て
い
た
。

　

今
後
も
双
葉
地
区
の
今
を
発

信
し
、
本
県
の
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
・
創
生
状
況
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

編

集

後

記

【
第
二
日
目
】

視
察
研
修

　

二
日
目
（
十
月
九
日
）
は
、

田
中
全
連
退
会
長
を
は
じ
め
、

各
県
代
表
者
三
十
四
名
が
参
加

し
、
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　

朝
八
時
に
貸
し
切
り
バ
ス
で

ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

を
出
発
し
、
目
的
地
で
あ
る
視

察
研
修
先
の
大
熊
町
立
学
び
舎

ゆ
め
の
森
と
東
日
本
大
震
災
・

原
子
力
災
害
伝
承
館
を
訪
れ

た
。

　

行
き
の
バ
ス
の
中
で
、
福
士

寛
樹
福
島
県
会
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
、
県
小
学
校
長
会

作
成
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ『
復
興
の
歩
み
』

を
視
聴
し
た
。

　

そ
の
後
、
鈴
木
恵
一
双
葉
支

部
長
か
ら
「
双
葉
支
部
の
東
日

本
大
震
災
、
原
発
事
故
当
時
の

状
況
と
現
在
の
状
況
」
に
つ
い

て
講
話
を
い
た
だ
い
た
。
当
時

の
避
難
の
状
況
や
、
旧
会
津
若

松
市
立
河
東
第
三
小
で
の
学
校

再
開
の
苦
労
や
現
在
の
双
葉
支

部
の
現
状
な
ど
体
験
を
交
え
て

話
さ
れ
た
。

　

午
前
十
時
頃
、
大
熊
町
立
学

び
舎
ゆ
め
の
森
に
到
着
。

○
大
熊
町
立
学
び
舎
ゆ
め
の
森

　

佐
藤
由
弘
大
熊
町
教
育
委
員

会
教
育
長
様
と
南
郷
市
兵
大
熊

町
立
学
び
舎
ゆ
め
の
森
校
長
・

園
長
様
よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
い
た
。
学
校
再
開
ま
で
の
経

緯
や
「
学
び
舎
ゆ
め
の
森
」
に

お
け
る
教
育
理
念
と
概
要
等
を

う
か
が
っ
た
。
学
び
舎
ゆ
め
の

森
は
、
認
定
こ
ど
も
園
と
義
務

教
育
学
校
、
預
か
り
保
育
、
学

童
保
育
を
一
体
に
し
た
施
設

で
、
〇
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
が
集
う
、
遊
び
と

探
究
の
学
び
舎
と
し
て
令
和
五

年
の
春
に
開
校
し
た
。「
わ
た

し
」
を
大
事
に
し
、「
あ
な
た
」

を
大
事
に
し
、
み
ん
な
で
未
来

を
紡
ぎ
出
す
学
び
舎
で
、
現
在

園
に
は
二
十
七
名
、
学
校
に
は

三
十
八
名
が
在
籍
。

　

そ
の
後
、
校
舎
内
を
見
学
。

　

円
形
の
図
書
ひ
ろ
ば
を
中
心

に
放
射
状
に
義
務
教
育
ゾ
ー
ン
、

学
童
ゾ
ー
ン
な
ど
が
混
ざ
り

合
っ
て
、
校
舎
全
体
が
遊
び
と

探
究
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
、
岩
崎
秀
一
富
岡
町

教
育
委
員
会
教
育
長
様
よ
り
、

「
震
災
・
原
発
事
故
後
の
双
葉

地
区
の
学
校
教
育
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
て
講
話
を
い
た
だ

い
た
。

　

巨
大
地
震
の
そ
の
影
響
、
津

波
被
害
と
原
発
事
故
の
発
生
、

避
難
所
で
の
生
活
と
困
難
さ
、

学
校
の
再
開
と
移
転
の
状
況
、

震
災
後
の
教
育
活
動
の
継
続
、

双
葉
郡
教
育
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
双
葉
町
産
業
交
流

セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を
と
り
、
午

後
一
時
か
ら
二
番
目
の
視
察
先

に
移
動
。

○
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災

害
伝
承
館

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
（
展
示
の
導
入

と
な
る
映
像
）
を
視
聴
し
、
震

災
当
時
の
地
震
・
津
波
・
原
発

事
故
の
被
害
の
様
子
、
過
酷
な

避
難
を
伝
え
る
展
示
な
ど
を
自

由
に
見
学
し
、
震
災
・
原
発
事

故
等
の
影
響
が
今
も
続
い
て
い

る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　

視
察
後
、
帰
路
に
つ
き
、
午

後
四
時
頃
福
島
駅
西
口
で
解
散

し
た
。

○
参
加
者
か
ら
の
感
想

　

各
県
の
参
加
者
か
ら
は
、
す

ば
ら
し
い
視
察
研
修
で
あ
っ
た

と
い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
の
一
つ
を
紹
介
す
る
。

◦
未
曾
有
の
複
合
災
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
の
、
気
が
遠
く
な
る

よ
う
な
放
射
能
と
の
戦
い
は
想

像
を
絶
す
る
ご
苦
労
が
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
に
お
い
て
、
復
興
に
向
け

て
力
強
く
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
る
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。「
百
聞
は
一

見
に
如
か
ず
」。
廃
炉
が
進
ま

ず
、
先
が
見
え
な
い
中
で
「
大

熊
町
立
学
び
舎
ゆ
め
の
森
」
の

開
校
は
、
復
興
へ
向
け
て
の
希

望
の
光
と
な
っ
て
い
く
こ
と
と

思
い
ま
す
。（
中
略
）〈
宮
城
県
〉

学び舎ゆめの森にて

図書ひろば

東日本大震災・原子力災害伝承館にて


